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「
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史
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蘭
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史
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が
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が
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史
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。
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梁
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る

。
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催
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知
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司
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き
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湛
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の
会
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公
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救
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の
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席
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き
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焚
吟
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弁
舌
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面
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狼
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人
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懐
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菓
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労
苦
而
功
高
潮
此
、
未
有
潮
侯
之
賞
。
而
聴
細
説
'
欲
諌
有
功
之
人
。
此
亡

秦
之
続
耳
。
L
矯
為
大
王
不
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也
。

焚
吟
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此
.
の
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'
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と
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る
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D
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。
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軍
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'
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大
王
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来
た

るt.'iXつ)
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け
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み
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に
'
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公
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項
羽
の
来
る
の
を
へ
秦
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宮
殿
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手
を
つ
け
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こ
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く
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ひ
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ら
待
一
っ
て
い
た
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よ
う
で
あ
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が
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留
侯
世
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に
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過
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遍
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出
入
と
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非
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。
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伽
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が
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四
月
'
東
陽
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
食
塩
の
欠
乏
し
た
浜

H
り
い

T
i
r
蝣蝣
/
蝣
'
:
:
v
.
>
.
,
蝣
'
.
.
>
蝣

'
・
'
蝣
-
,
i
i
:
,
蝣
.
,
.
,
二
二
-

・
:
.
-
'
;
^
て
t
L
-
:
サ
:
;
-
J
S
-
:
j
<
-
J
i
i
い
ん
」
し
:
・
'
こ
こ
i
-
'
-
'
-
;
-
-
<
-
'
P
"
i
,

ガ
て
ん
ま
う
よ
う
揮
項
羽
に
漉
く
Q
・
そ
う
し
七
羽
息
・
u
s
嶺
に
な
る
.
.
S
'
蝣
蝣
-
漠
S
;
i

∵
・
i
-
I
l
'
1
~
~
芋
い
し
】
サ
0
,
信
/
I
P
W
S
'
O
Q
I
'
‥
は
-
I

蝣
?
<
蝣
"
・

S
z
.
'
そ
r
*
-
J
-
-
'

-
<
<
:
'
蝣
!
:
-
-
M
.
㍗
-
,
-
t
て
、
'
x
X
O
Z
芯
w
s
x
一
z
.
y
.
-
-
]

増
裾
大
超
し
て
「

a
s

・
]
天
下
の
事
へ
-
L
大
い
に
定
ま
れ
り
。
君
王
自
ら
之
を
為
せ
。
願
わ
く
は
骸
骨
を

∵
賜
わ
り
て
卒
伍
に
帰
せ
ん
。

L
J
'
f
i
r
.
'
O
l
'
i
*
:
:
-
ォ
'
し
て
・
玉
.
.
一
て
‥
・
'
.
蝣
'

「
'
蝣
蝣
Z
z
l
O
∴
:
.
!
J
r
o
-
r
^
O
L
バ
」
し
>
'
a
H
は
山
-
i
i
-
Q
W
^
.
1
、
‥
は
r
t
*
-
1

.
"
7
*
-
*
リ
を
U
I
'
-
1
<
>
-
'
-
>
V
;
‥
・
.
‥
H
は
小
.
1
2
j
-
^
i
り
!
I
'
.
-
"
>
M
J
は
・
v
j
-
,
:
;
.
<
r
,
'
>
j

こ
「
項
羽
本
紀
」
に
は
二
つ
の
例
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
'
お
そ
ら
く
二

人
の
間
に
は
何
度
も
同
心
ヰ
っ
な
L
J
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

た
び
に
潤
僧
は
「
こ
の
次
瀧
は
必
ず
潤
を
説
得
し
て
'
我
が
謀
り
ご
と
を
通
し
,



天
下
;
-
-
o
つ
　
　
　
　
り
.
.
,
・
,
.
-
>
>
'
I
-
'
I
い
,
;
蝣
,
¥
㌻
一
・
日
山
m
し
て
・
M
、
　
豆

を
考
え
て
い
た
ろ
う
。
し
か
し
'
L
項
羽
の
・
「
う
ら
ぎ
り
」
が
何
度
も
く
り
か
え

・
溝
れ
れ
ば
'
さ
す
が
の
蒋
増
も
我
慢
し
き
れ
な
い
。
「
天
下
の
事
'
大
小
に
定

ま
れ
り
。
君
王
.
 
'
自
ら
之
を
為
せ
o
願
わ
く
は
骸
骨
を
賜
わ
り
て
卒
伍
に
帰
せ

ん
」
と
い
う
最
俊
の
言
葉
は
'
か
く
し
て
吐
き
出
さ
れ
た
。

司
馬
遷
は
策
士
蒋
増
収
っ
い
て
、
.
項
羽
本
紀
の
中
に
三
度
だ
け
登
場
さ
せ
て

い
る
が
'
そ
の
三
つ
の
場
面
を
通
し
て
、
項
羽
混
天
下
を
取
ら
せ
る
て
七
を
唯

T
の
念
願
と
し
て
い
た
策
謀
の
士
苑
増
の
'
静
念
と
失
意
の
す
が
た
を
描
い
て

い
る
よ
う
に
思
う
?
.

o
~
o

な
お
「
鴻
門
の
会
」
.
I
P
の
苑
増
の
言
葉
1
嘆
へ
里
子
へ
不
足
与
謀
」
の
「
里

子
」
は
誰
を
指
も
て
い
石
か
t
と
い
う
こ
と
が
よ
く
問
題
に
怒
る
が
、
表
面
は
t

s
-
 
'
-
t
サ
*
　
山
.
 
-
i
」
し
た
i
t
f
音
'
v
!
?
i
r
?
r
/
^
'
C
T
Q
X
"
.
*
(
一
う
"
w
滝
口

{

・
の
坤
で
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
瀧
の
で
は
な
く
張
良
の
さ
し
出
し
た
玉
斗
を
受
け
と

っ
て
地
に
置
き
'
剣
を
哉
い
て
撞
き
こ
わ
し
'
天
を
仰
い
で
'
か
な
り
大
き
な

1
1
1
1
1
㍉
二
二
　
二
工

I
,
ユ
小
・
T
f
-
"
に
蝣
-
)
Z
'
^
,
吋
-
j
3

こ
の
L
J
と
は
:
東
陽
で
の
最
後
の
言
葉
'
「
天
下
の
事
'
大
い
に
定
ま
れ
り
。

○

君
王
、
自
ら
之
を
為
せ
」
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
「
天
下
は
ほ
ば
楚
の
も
の

と
定
ま
っ
た
?
ぁ
と
の
こ
と
は
君
王
ご
自
身
で
な
さ
い
ま
せ
」
が
表
面
の
意
味
'

0

実
は
「
天
下
は
は
ば
漢
の
も
の
と
定
ま
っ
た
、
-
-
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

或
い
は
苑
増
は
項
羽
に
対
し
て
'
い
つ
も
こ
う
い
う
言
い
方
で
'
言
い
に
く
い

こ
と
を
話
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

土
「
准
鷹
侯
:
(
U
信
)
列
伝
」
あ
ら

-
耳
食
其
の
死
に
.
つ
い
て
-

・
.
漢
Q
.
i
m
a
-
-
(
前
二
〇
四
)
'
韓
信
は
い
わ
ゆ
る
「
背
水
の
陣
」
に
ま
っ
て
硯

・
;
-
J
'
r
誓
f
i
e
l
-
'
r
j
r
f
i
o
・
'
-
蝣
'
?
?
-
∴
j
-
0
-
^
K
書
w
:
>
N
!
v
<
'
k
の
r
-
>
-
2

れ
さ
い
J
O

の
町
平
原
の
対
岸
ま
で
釆
た
時
に
'
「
漢
王
は
罫
食
共
を
し
て
'
己
に
説
き
て

斉
を
下
き
し
む
」
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
.
韓
信
は
征
斉
の
軍
を
止
め
よ
う
と

し
た
。
し
か
も
蒋
陽
の
謀
士
へ
刺
通
は
'

-
・

ー
…
蝣
"
・
'
&
…
,
-
,
>

-
¥
!
'
j
j
S
-
サ
?
"
*
・
'

蝣
>
"
*
-
"
'
止
付
け

L
.
也
。
且
輝
仕
二
士
へ
伏
就
聖
寺
之
舌
へ
下
買
七
十
余
城
。
将
軍
将
数
万
衆
'

乃
下
蝣
v
.
r
十
・
/
:
z
:
'
<
"
^
?
ア
'
'
:
蝣
ボ
l
i
^
J
f
v
f
∵
'

「
斉
を
討
つ
て
と
を
中
止
せ
よ
と
の
詔
は
あ
り
ま
し
た
か
。
無
い
以
上
堪
中
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
へ
三
寸
の
舌
を
ふ
る
っ
て
二
人
で
斉
の
七

十
余
城
を
下
し
た
野
生
に
'
こ
の
ま
ま
名
を
成
さ
せ
て
も
い
い
の
か
」
と
'
信

を
け
し
か
け
た
。

信
は
刺
通
の
言
を
然
り
と
し
て
そ
の
計
に
従
い
、
遂
に
河
を
渡
る
。
そ
う
し

て
そ
の
蝣
i
"
.
y
.
i
i
K
'
i
'
:
^
-
.
'
1
望
信
は
、
川
"
i
!
J
I
'
i
?
^
'
i
'
"
*
¥
こ
と
に
小
‡
た
た
め
に
E
え

を
解
.
L
て
い
た
斉
の
崖
下
(
済
南
・
歴
城
県
)
の
軍
に
襲
い
か
か
っ
て
こ
れ
を

5
T
-
K

*
1
J
*
-
*
・
t
I
<
蝣
'
に
V
-
r
H
i
l
l
・
~
l
l
"
s
!
盈
付
せ
1
i
3

こ
こ
で
1
-
^
M
,
.
ユ
托
i
'
E
I
V
;
-
.
!
;
!
'
>
-
蝣
<
・
蝣
?
"
O
」
蝣
-
韮
が
惑
l
重
工
凹

広
に
説
い
て
.
儀
に
帰
服
す
F
O
約
束
を
さ
せ
て
い
た
の
に
'
漢
王
は
何
故
へ
薗
信

の
討
斉
の
軍
を
止
め
な
か
っ
た
の
か
。

こ
の
疑
周
は
'
郡
食
其
伝
の
.
.
こ
の
時
の
事
情
を
記
し
た
次
の
よ
う
な
部
分

を
参
考
に
す
れ
ば
'
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
-
る
。
す
な
わ
ち
'
漠
王
の
命
を
受

96



-司

け
た
囲
食
共
に
説
得
さ
れ
'
楚
と
手
を
結
ぶ
と
と
を
止
め
て
浜
に
付
Y
こ
と
を

承
知
し
た
斉
王
田
広
は
、
」

t
髄
歴
下
兵
守
戦
倖
'
・
与
野
生
日
縦
酒
。
蝣
.

,
推
陰
侯
'
関
都
生
伏
拭
下
斉
七
十
余
城
'
廼
夜
度
兵
平
原
へ
製
斉
。

斉
王
田
広
'
聞
浜
兵
至
t
.
以
為
邸
生
売
己
'
廼
日
へ
「
汝
能
止
漢
軍
へ
哉
活
汝
。

不
然
、
.
我
将
烹
汝
」
.
海
生
日
、
.
 
・
「
挙
大
事
不
紐
謹
'
盛
徳
不
辞
聾
而
公
不

為
若
更
言
」
。

~
斉
王
達
烹
野
生
'
引
兵
東
走
。

ま
ず
t
t
韓
信
の
軍
を
止
め
ず
'
邸
生
を
見
殺
し
に
し
た
洪
王
の
気
持
か
ら
考

え
て
み
よ
う
。

郡
食
共
が
漢
王
に
'
こ
の
度
の
こ
と
を
説
い
た
時
'
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
。

「
方
今
'
蝣
W
.
・
迫
巳
定
'
唯
斉
未
下
。
今
田
広
拠
千
里
之
斉
へ
田
間
将
二
十

万
二
瀧
,
‥
景
霊
,
川
音
-
・
蝣
:
:
!
虻
,
　
沖
,
津
。
>
-
.
r
,
e
:
・
>
*
一
i
-
1
-
3

足
下
経
過
数
十
万
師
'
宋
可
以
歳
月
破
也
。
臣
講
得
奉
明
詔
説
斉
王
へ
使
為

洪
而
称
東
洋
。
」
　
(
野
食
其
伝
)

「
斉
は
強
く
'
し
か
も
楚
に
近
く
'
人
に
変
許
多
し
」
と
い
う
こ
と
は
'
野
生

に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
-
洪
王
は
十
分
に
承
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
漢
王
と
し
て
は
'
た
と
え
こ
の
た
び
漢
に
付
い
た
と
し
て
も
'
何
時

ま
た
楚
に
味
方
す
る
か
も
し
れ
な
い
斉
を
'
こ
こ
で
徹
底
的
に
た
た
き
、
再
起

不
能
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
酪
王
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
'

邸
生
が
殺
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
'
あ
え
て
酪
信
の
革
に
征
斉
中

止
の
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
.

一
方
T
.
こ
の
と
き
部
会
共
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
。
斉
王
に
「
汝
'

よ

　

　

　

と

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

さ

L
-
　
を
止
>
 
'
-
,
v
r
は
t
 
i
:
[
'
‥
t
J
v
一
,
 
-
-
-
*
ご
、
J
・
.
 
,
J
-
 
'
f
‥
、
∵
ん
げ
'
・
我
は
.
;
に
汝

を
烹
ん
と
す
」
と
言
わ
れ
た
時
'
彼
は
.
「
大
事
を
挙
ぐ
る
に
は
細
許
せ
ず
'
盛

癖
は
辞
譲
せ
ず
」
と
答
え
た
。
、
こ
れ
は
「
鴻
門
の
会
」
に
於
て
契
吟
が
(
宴
席

を
脱
け
出
し
た
時
に
項
羽
に
辞
去
の
挨
拶
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
気
に
す
る
挿

公
に
言
っ
た
言
葉
、
「
大
行
は
紐
譲
を
顧
り
み
ず
二
大
礼
は
小
譲
を
辞
せ
ず
」

と
同
じ
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
・
天
下
平
定
と
い
う
大
業
を
成
し
と
げ
る

た
め
に
は
'
「
細
謹
」
「
小
諸
」
を
無
視
す
る
こ
と
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
t
と

い
う
考
え
を
、
焚
吟
も
'
そ
う
し
て
邸
食
共
も
持
っ
て
い
た
。
野
生
は
'
こ
の

よ
う
な
考
ん
方
に
も
と
づ
い
て
、
漠
王
の
無
情
な
や
り
方
を
'
戦
国
の
常
と
し

て
仕
方
の
な
い
こ
と
と
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

1
方
ま
た
へ
漢
王
の
冷
酷
な
性
格
・
人
柄
か
ら
見
て
'
邸
生
み
ご
ろ
L
は
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
.
そ
の
冷
酷
さ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

浜
の
二
年
(
前
二
〇
五
)
'
項
羽
が
斉
を
伐
ち
に
行
っ
て
い
る
す
き
に
'
漢

ほ

3

じ

よ

,

王
は
楚
の
都
彰
城
を
陥
れ
た
が
'
急
ぎ
軍
を
か
え
し
た
項
羽
の
反
撃
を
受
け

て
敗
走
す
る
途
中
の
で
き
ご
と
ヽ

楚
騎
追
漢
王
。
漠
王
急
へ
推
堕
孝
志
・
魯
元
卑
下
。
臆
公
常
下
収
載
之
。
如

走
者
三
、
日
F
錐
急
、
不
可
以
駆
。
姦
何
棄
之
.
」
於
走
遂
得
脱
.
(
項
羽
本
紀
)

同
じ
事
柄
は
「
夏
侯
嬰
(
腺
公
)
伝
」
に
'

漢
王
急
'
・
馬
醇
'
虜
在
後
。
常
威
両
児
'
欲
棄
之
?
嬰
常
収
'
責
載
之
徐
行
'

面
薙
樹
乃
馳
。
.
洪
王
怒
'
行
欲
新
型
者
十
余
'
・
卒
得
脱
へ
而
致
孝
志
・
魯
元

於
豊
。

と
あ
る
。
迫
手
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
へ
・
実
の
わ
が
子
を
革
か
ら
何
度
も
蹴
お

と
し
た
と
い
う
Q

ま
た
漠
の
四
年
'
洪
王
が
項
羽
と
'
広
武
で
対
略
し
て
い
た
時
.
Q
で
き
ご
と
'
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当
此
時
へ
・
.
要
地
数
反
染
地
'
、
絶
楚
糧
食
9
・
,

・
・
拭
土
3
こ
'
-
*
・
"
;
-
!
-
・
:
'
　
　
真
上
'
*
.
-
 
'
蝣
-
r
百
「
±
　
下
'
¥
%
:
い
大

益
。
」
浜
王
日
「
菩
与
項
羽
'
供
北
面
受
命
懐
王
十
・
日
「
約
為
兄
弟
。
」
菩
翁

;
・
若
翁
　
　
　
　
　
　
へ
v
-
i
.
 
-
.
∵
:
-
:
^
i
」
*
?
"
い
」

項
王
曝
、
㌧
欲
殺
之
。
.
項
伯
日
「
天
下
事
へ
・
未
可
知
。
.
且
為
天
下
者
不
顧
家
。

・
?
:
:
-
*
・
'
・
I
"
"
)
*
蝣
<
'
'
.
:
?
!
"
・
偶
!
-
.
 
'
i
"
」
項
三
‥
‥
u
-
r
　
(
叫
羽
太
・
‥
!
'
-
)

項
瓢
が
'
囚
え
て
い
た
大
公
(
洪
王
の
父
)
を
.
q
上
に
の
せ
て
'
「
す
ぐ
に
降
伏

し
小
t
i
2
~
 
'
'
:
ア
'
^
.
蝣
蝣
-
し
て
し
　
　
ぞ
」
L
i
:
1
ニ
1
O
v
i
ォ
蝣
'
*
!
・
,
 
'
て
t
 
i
;
・
-
・
・
'
ぶ
・
¥
f
f

え
は
兄
弟
の
約
束
を
し
た
仲
。
大
公
は
お
ま
え
に
と
っ
て
も
父
親
だ
。
お
ま
え

の
父
親
を
烹
た
ら
'
私
に
む
ス
ー
プ
を
1
杯
分
け
て
-
れ
ぬ
か
」
と
言
っ
た
と

い
う
O

]

見
下
を
取
る
と
い
う
大
目
的
の
た
め
に
は
、
我
が
子
、
我
が
父
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
も
辞
さ
な
い
洪
王
劉
邦
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
'
天
下
万
民
の
た
め
に
へ

1
身
の
耐
え
が
た
い
つ
む
さ
を
お
さ
え
て
t
と
い
ケ
の
で
は
な
く
平
気
な
顔

で
「
と
い
う
よ
う
に
ヘ
音
に
挙
げ
た
文
章
は
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

漢
王
の
こ
の
よ
う
な
性
格
・
人
柄
を
'
野
生
は
十
分
に
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
ら
'
斉
に
お
い
て
t
こ
の
た
び
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
'

T

予
想
は
し
て
い
た
の
で
ば
あ
る
ま
い
か
O

*
*

か
く
て
野
生
は
'
「
汝
能
く
洪
軍
を
止
む
れ
ば
'
我
は
汝
を
活
か
さ
ん
。
磨

L
.
q
ん
じ

ら
ず
-
ん
ば
我
は
将
に
汝
を
慧
ん
と
す
」
と
迫
る
斉
王
に
'
「
而
公
'
嘉
の
為
に

・
力

言
を
更
え
ず
」
　
-
　
わ
し
は
'
お
ま
え
の
た
め
に
'
言
っ
た
こ
と
を
変
更
し
ょ

う
と
は
思
わ
ぬ
」
と
言
っ
て
へ
従
容
と
し
て
死
ん
で
い
っ
た
。

・
以
上
の
よ
う
に
、
他
の
個
所
に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
あ
わ
せ
考
え
て
く
る

と
き
'
漢
王
は
何
故
へ
・
・
.
韓
信
.
の
討
斉
の
軍
を
止
め
な
か
・
つ
た
の
か
、
ま
た
、
郡
.

食
共
は
浜
王
の
と
っ
た
態
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
'
と
い

う
問
題
に
対
す
る
管
見
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
し
て
も
'
敬
国
時
代
の
人
々
t

I
大
望
を
果
す
た
め
に
「
細
韻
」
「
辞
讃
」
ぬ
き
で
'
全
て
を
冷
酷
に
処
置

す
る
漢
王
へ
∵
見
殺
し
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
'
こ
と
を
知
り
つ
つ
自
ら
敵
地
に

乗
り
込
ん
で
ゆ
ぐ
邸
生
1
の
生
き
様
へ
そ
の
心
を
知
る
と
き
.
.
.
司
馬
遷
の
え
.

か
こ
う
と
し
た
内
容
が
'
心
に
重
く
こ
た
え
て
-
る
。

三
　
「
伍
子
背
列
伝
」
か
ら

-
　
司
馬
遷
の
創
作
1

「
史
記
」
は
'
伝
え
ら
れ
て
い
る
歴
史
の
記
録
を
'
忠
実
に
整
理
し
、
.
ま
と

め
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
司
馬
遷
の
目
的
は
'
人
間
の
へ
こ
の
世
界
の
真

実
を
追
求
し
t
.
そ
れ
を
記
録
し
後
に
伝
え
る
と
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
.
事
実
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
箇
所
へ
う
ま
り
司
馬
遷
の
創
作
し
た
部
分

が
か
な
り
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
.
「
伍
子
背
列
伝
」

の
中
か
ら
二
つ
玖
場
面
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

仙
　
「
其
の
P
を
出
し
て
'
之
を
鞭
つ
こ
と
三
石
」

伍
子
腎
は
楚
の
人
で
あ
る
が
'
費
無
忌
の
#
言
に
よ
り
へ
平
王
の
た
め
に
父

と
兄
と
を
殺
さ
れ
'
諸
国
を
さ
す
ら
っ
た
の
ち
に
呉
に
落
ち
つ
き
'
そ
こ
で
復

え
い

撃
の
機
会
を
待
つ
。
十
六
年
間
の
苦
心
の
の
ち
'
呉
軍
を
率
い
て
楚
の
都
部
に

入
る
が
'
そ
の
時
の
様
子
を
本
伝
で
は
t
.

〇

〇

〇

　

〇

〇

〇

〇

伍
子
背
求
昭
王
'
既
不
得
。
乃
掘
楚
平
王
墓
、
出
其
P
t
r
鞭
之
三
百
、
、
然
級

98



巳
。

と
記
す
.
し
か
し
'
こ
の
事
催
っ
い
て
「
左
氏
伝
」
「
公
羊
伝
」
に
は
何
も
記
さ

○れ
て
お
ら
ず
'
「
穀
梁
伝
」
(
定
公
田
空
に
ぜ
け
'
「
接
平
王
之
基
」
と
通
り
'

そ
う
し
て
,
*
こ
に
は
t
T
P
」
で
は
な
く
「
基
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
へ
そ
の
他
の
書
物
に
も
t

○

。
日
干
:
-
'
^
ォ
;
?
h
>
:
、
=
i
i
引
-
r
j
s
?
'
.
!
!
!
^
「
∩
:
]
氏
ぷ
秋
.
一
'
1
-
ド
:
-
'
l
)

0。
園
間
伐
楚
入
輿
鞭
剰
平
王
之
基
.
.
舎
昭
王
之
宮
.
′
(
「
推
南
子
」
泰
族
訓
)

0し
‥
.
.
:
王
!
:
.
こ
J
-
-
.
-
3
1
-
~
V
-
"
1
「
」
蝣
a
-
:
?
}
'
)

の
ど
と
も
伍
子
晋
が
鞭
っ
た
.
Q
は
「
戸
」
で
は
な
-
、
「
基
」
で
あ
受

更
に
「
史
記
」
で
T
P
r〇

・
o
'
-
:
.
%
入
部
.
‥
s
-
f
-
H
こ
t
L
‥
蝣
i
-
o
l
サ
J
-
-
;
-
)

0o
昭
王
亡
'
伍
子
背
'
鞭
乎
王
墓
。
(
十
二
諸
侯
年
表
)

oc
m
l
l
I
T
V
-
‥
、
二
蝣
H
r
:
-
^
1
小
四
に
い
)

の
ピ
と
-
'
い
ず
れ
も
平
王
の
「
基
」
を
鞭
つ
と
記
し
'
「
戸
」
を
鞭
つ
と
は

い
わ
な
い
。

思
う
に
こ
れ
は
'
子
背
の
平
王
に
対
す
る
怨
み
の
は
げ
し
さ
を
表
す
た
め
に
'

「
伍
子
背
列
伝
」
だ
廿
'
「
基
」
潅
「
戸
」
妃
か
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

也
_
位
予
菅
の
革
冨

呉
王
夫
差
は
越
王
句
践
を
会
稽
山
に
破
?
.
や
が
て
矛
虎
を
北
に
向
け
て
斉

を
伐
つ
。
そ
功
問
へ
伍
子
菅
は
1
越
ヱ
そ
'
呉
の
腹
心
の
疾
」
で
あ
る
こ
と
を
'

・
一
:
v
.
た
く
り
"
W
"
・
・
詛
'
-
レ
…
K
'
-
-
W
す
亡
ト
一
t

p
,
:
d
E
句
i
W
v
i
'
J
‥
^
r
t
i
-
i
-
d
-
つ
た

・
・
遡
王
旬
践
'
乃
以
余
兵
五
千
人
、
棲
於
会
稽
之
上
。
使
大
夫
種
厚
幣
迫
呉
太

宰
前
以
講
和
へ
求
委
国
為
臣
妾
。
.
呉
王
将
許
之
。

o

o

o

o

o

伍
子
背
諌
日
「
勉
王
為
人
能
辛
苦
。
今
王
不
滅
へ
後
必
悔
之
。
」
・

[

・

H

*

M

>

X

*

J

呉
王
不
堪
。
用
太
宰
崩
計
'
与
地
平
。

㊥
　
斉
を
伐
つ
こ
と
に
つ
い
て

H
 
r
4
小
　
　
　
　
　
土
3
B
:
:
^
"
.
光
t
 
l
S
-
7
 
"
z
b
黒
Z
t
-
'
'
-
'
-
.
J
 
t
乃
摂
関
、

北
伐
斉
。
.

o

o

o

o

o

伍
子
背
諌
日
、
「
句
践
食
不
重
昧
-
-

[

・

H

ォ

H

a

H

ォ

:

y
 
x
;
-
.
.
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
i
-
^
.
.
r
.
-
二

的
　
其
後
四
年
'
呉
王
澗
北
伐
斉
へ
-
-

o

o

o

a

o

伍
子
音
課
目
へ
「
夫
越
腹
心
之
病
-
-

蝣

:

-

-

^

i

y

2

&

:

z

い

・

;

?

>

;

,

>

H

*

X

サ

X

a

:

そ
つ
し
て
'
こ
の
よ
う
に
も
っ
こ
-
諌
言
を
-
り
返
す
子
菅
に
腹
を
立
て
た
夫

差
は
'
語
臣
伯
範
の
そ
そ
の
か
し
も
あ
っ
て
'
子
背
に
「
屑
銀
の
剣
」
.
を
与
え

て
自
殺
さ
せ
る
。

こ
こ
で
先
ず
気
に
な
る
の
は
」
斉
と
の
戦
い
　
(
文
陵
の
役
)
　
の
こ
と
で
あ
る

が
'
哀
公
十
二
年
の
「
左
氏
伝
」
に
よ
れ
ば
'
そ
れ
は
夫
差
の
十
二
年
の
七
と

で
'
こ
の
時
期
'
斉
と
の
戦
い
は
此
の
1
度
だ
け
で
あ
.
る
。
,
し
か
し
子
菅
伝
で

は
「
其
後
五
年
」
「
其
後
四
年
」
と
、
二
度
へ
買
上
戦
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
・
い

る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
。
お
そ
ら
-
子
菅
が
諌
言
を
-
り
返

し
へ
夫
差
把
次
第
に
疎
ん
じ
ら
れ
て
ゆ
-
過
程
を
t
.
r
子
督
諌
日
～
」
「
呉
王
不

随
」
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
か
ん
と
し
た
、
作
者
の
工
夫
に
よ
る
も
切
で
.

あ
ろ
う
。

・
/
に
-
1
-
i
.
-
-
小
Z
'
・
・
?
の
は
、
i
V
-
'
-
-
り
蝣
^
蝣
'
.
:
.
O
H
k
:
L
l
-
1
つ
い
て
で
・
」
:
ォ
蝣
'
I
"

叫
　
　
と
¥
-
m
t
子
f
^
V
*
.
:
*
'
-
＼
.
 
-
7
-
-
;
J
W
I
T
'
^
V
;
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"
-
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'
O
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サ
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サ
i
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-
-
J
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-
j
^
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い
る
r
。

①
　
王
が
支
陵
の
戦
い
に
勝
っ
て
帰
っ
た
時
.

.
 
・
央
王
弗
聡
へ
送
伐
斉
へ
敗
之
文
陵
へ
虜
華
南
・
国
以
帰
。
譲
子
守
。
子
背
日

二

　

〇

〇

〇

∴
.
「
王
母
音
」
。
王
怒
。
子
菅
欲
目
墾
王
国
而
止
之
。

◎
・
層
粟
毒
し
て
く
受
よ
う
に
申
よ
れ
て
差
時
　
　
O
O
O
"

呉
王
欲
与
。
子
音
諌
勿
与
。
王
遂
与
之
。
趨
乃
私
事
。
子
軍
冨
日
「
王
K
・
聴

o

 

o

 

o

 

o

 

O

 

O

 

0

 

0

謙
。
後
三
年
へ
呉
其
櫨
平
」
。

「
旬
践
世
家
」
_
で
は
'
夫
差
は
子
腎
に
か
溜
り
遠
慮
も
て
お
り
へ
逆
に
与
野
の

態
度
は
大
き
く
、
夫
差
を
見
下
し
た
よ
う
な
と
ヱ
ろ
か
み
え
る
。
と
れ
に
此
ペ
・

れ
ば
「
伍
子
昏
列
伝
」
で
の
子
背
は
'
誠
意
を
つ
-
し
て
諌
言
を
つ
づ
け
へ
そ

4
;
:
蝣
;
:
>
一
　
　
　
　
∴
.
.
)
'
-
・
・
;
・
;
.
'
¥
i
望
汀
v
.
O
K
一
.
 
'
・
i
-
i
i
v
,
:
.
 
-
,
'
ヤ
.
-
i
'
i
!
-
'
.
;
>

悲
劇
の
主
人
公
と
し
て
首
か
れ
て
い
る
。

・
伍
子
晋
を
悲
劇
の
主
.
<
公
と
し
て
措
こ
う
と
す
る
司
馬
遷
の
意
図
は
'
予
習

の
最
期
の
描
写
か
ら
も
う
か
ぜ
見
よ
う
0
す
な
わ
ち
.
「
句
践
世
家
」
で
は
'
夫

‥
　
二
"
・
r
*
*
.
'
・
　
」
<
v
i
'
.
 
~
f
た
1
　
　
　
'

1
-
^
-
r
'
i
'
i
'
.
E
r
i
'
n
-
v
i
i
-
V
'
.
-
T
・
苓
{
v
?
-
'
'
蝣
-
^
蝣
^
蝣
蝣
V
i
'
Z
-
'
r
'
'
1
蝣
'
-
蝣
'
i
'
-
'
!
-
'
-

巳　・'.-蝣'-.:v'-"/ォ'"㍉一.・山>i:亭t i¥廿.'丁ハr.:不iij-;立.」

と
t
,
あ
く
ま
で
,
も
茨
差
を
見
下
し
て
'
.
「
大
笑
」
し
な
.
が
・
p
.
「
お
ま
え
1
人
で

は
や
っ
て
い
け
る
は
ず
.
鴻
な
い
の
に
」
と
」
最
後
の
言
葉
を
述
べ
る
が
'
「
伍

手
管
列
伝
」
・
で
は
'

0
0
0

・
i
-
 
'
十
‥
H
t
　
∴
L
.
 
"
'
日
「
t
:
'
r
-
p
'
ォ
‥
I
-
・
I
.
ニ
、
　
　
K
-
 
"
乃
八
i
'
-
'
,
,
'
-
-
3
-
'
-
"
.
'
-
・
"
-
V

f
り
　
　
　
;
:
n
'
-
、
‥
亨
　
　
w
^
V
-
m
J
*
:
享
Y
 
v
:
"
t
r
-
>
^
-
.
'
蝣
:
?

」

蝣

/

>

蝣

:

J

t

*

.

-

'

.

'

-

-

・

・

蝣

蝣

∵

‥

予

.

'

-

-

>

-

'

-

"

;

・

蝣

:

‥

i

T

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

1

-

-

-

1

.

'

.

w

i
m

上
へ
「
I
K
v
V
仰
い
r
j
&
じ
」
つ
つ
へ
ト
喜
一
O
J
f
)
‖
蝣
&
・
…
'
-
4
竺
J
い
る
。

要
す
る
に
「
伍
子
菅
列
伝
」
で
は
、
子
菅
は
あ
く
ま
で
も
悲
劇
の
主
人
公
と

ん
V
'
兄
が
か
れ
て
お
り
'
「
句
践
世
家
」
に
み
ら
れ
る
'
そ
れ
ま
で
夫
差
に
か

け
て
き
た
属
義
を
背
景
と
し
て
の
'
夫
差
を
見
下
し
た
ヰ
つ
な
子
背
の
感
度
は
t

v
;
*
'
*
う
^
V
.
:
'
!
-
.
 
1
^
い
.
こ
L
・
;
は
け
:
'
一
‥
.
 
‥
;
'
臣
T
j
y
o
f
n
a
と
v
?
'
:
-
J
V
j
叩
'
>
&
・
:
蝣
'
.
な
い
と
.

こ
ろ
で
あ
る
。

・
p
.
司
馬
遷
は
_
「
伍
子
背
列
伝
」
の
主
要
テ
T
L
マ
を
へ
「
怨
み
k
生
息
'
.
 
・
そ
う
も

て
怨
み
に
死
ん
だ
、
子
膏
の
悲
劇
の
生
涯
」
と
定
め
て
.
.
全
て
の
資
料
を
そ
の

線
忙
そ
.
っ
て
並
べ
・
 
、
そ
れ
に
手
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
句

践
仕
家
」
の
子
菅
と
は
異
な
る
'
即
の
子
昏
像
が
出
来
上
が
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
に
お
い
て
、
彼
が
心
に
恩
い
え
が
い

て
い
る
よ
う
な
人
物
像
が
表
現
で
き
へ
そ
れ
に
よ
っ
て
'
'
自
分
の
考
え
て
い
る

「
人
間
の
真
実
の
す
が
た
」
、
さ
ら
に
は
「
人
間
の
世
界
の
真
実
」
が
表
現
で

き
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ヱ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
'
4
1
.
と
え
ば
「
項
羽
本
紀
」
に
お
け
る
「
項
王
の

悲
壮
な
最
期
」
の
場
面
へ
ま
た
」
「
廉
頗
・
面
相
如
列
伝
」
の
'
蘭
相
如
が
「
臣

が
頭
、
今
・
,
壁
と
供
に
柱
に
砕
け
ん
」
と
言
っ
て
嚢
王
と
対
決
し
た
場
面
'
「
五

歩
の
内
'
相
知
　
軍
っ
'
充
血
を
以
て
大
王
に
源
ぐ
を
得
ん
」
と
美
王
に
迫
っ

た
「
沌
池
6
会
」
の
場
面
な
ど
も
'
同
じ
よ
う
に
司
馬
遷
の
創
作
'
あ
る
い
は

・
¥
,
 
'
'
¥
p
は
小
-
ォ
:
.
・
,
;
-
'
!
‥
'
r
.
i
-
い
!
.
 
"
蝣
'

司
馬
遷
の
創
作
t
と
い
う
七
と
に
開
通
し
て
'
次
に
「
記
述
の
順
序
の
変
更
」

と
い
う
こ
し
一
に
つ
い
て
/
-
!
・
'
て
　
　
　
　
　
　
謹
'
:
~
'
;
.
:
^
!
'
1
-
V
?
V
.
-
-
 
~
ォ
;
J

大
切
に
し
て
_
 
'
そ
れ
よ
り
も
後
に
起
き
た
事
件
を
'
L
 
-
り
あ
げ
て
前
に
持
っ
て

ass



く
る
こ
と
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
項
羽
本
紀
」
の
次
の
よ
う
な
場
面
が
そ
れ
で

あ
る
。決

王
へ
　
使
御
史
大
夫
周
苛
・
縦
公
・
数
的
へ
　
守
東
陽
。
周
苛
・
椎
公
謀
日

「
反
国
之
王
'
難
与
守
城
。
」
乃
共
穀
瓢
的
。

楚
下
衆
陽
城
へ
生
得
周
苛
.
項
王
謂
周
苛
日
「
為
我
将
へ
我
以
公
為
上
将
軍
'

封
三
万
戸
。
」
周
苛
鳥
目
「
若
不
趣
降
漢
'
浜
今
虜
若
。
若
井
疾
敢
也
。
」
項

王
怒
'
烹
周
苛
へ
井
殺
縦
公
。

沃
王
之
出
発
陽
へ
南
走
宛
・
葉
'
得
九
江
王
布
'
行
収
兵
'
復
入
保
成
皐
。

漢
之
四
年
へ
項
王
造
兵
囲
成
皐
。
漢
王
逃
'
独
与
旗
公
'
出
成
皐
北
門
へ
渡

河
走
鱒
武
'
~
従
張
耳
・
韓
信
軍
。

漢
の
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
事
で
'
時
に
涙
王
は
成
皐
・
姦
陽
の
問
で
項

羽
と
攻
防
を
-
り
返
し
て
お
り
'
形
勢
は
漢
軍
に
不
利
で
あ
っ
た
。
「
.

こ
の
記
事
の
う
ち
'
楚
が
発
陽
城
を
降
し
て
周
苛
と
雄
公
を
殺
し
た
の
は
'

「
高
祖
本
紀
」
.
に
よ
る
と
'
高
祖
が
南
方
の
宛
・
葉
か
ら
成
皐
城
に
入
っ
た
後

の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ

項
羽
閏
洪
王
復
軍
成
皐
'
乃
復
引
兵
西
へ
抜
東
陽
'
諌
周
苛
・
縦
公
t
.
而
虜

韓
三
信
、
遂
囲
成
皐
O
.

の
ど
と
Y
。
L
「
案
楚
之
際
月
表
第
四
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
な
る
。

三
年
四
月
　
∵
楚
因
漠
王
東
陽

七
月
　
　
王
出
東
陽

.
八
月
.
周
苛
・
縦
公
'
穀
親
的

?
月
　
!
王
走
宛
・
`
葉
へ
復
入
保
成
幸
.

i
-
i
'
V
二
月
　
　
　
　
　
　
　
入

?
月
　
　
項
王
囲
成
皐

っ
ま
り
「
項
羽
本
紀
」
で
は
'
焚
陽
城
が
陥
ち
て
周
苛
が
殺
さ
れ
た
の
を
'
浜

王
が
宛
・
葉
を
経
由
し
て
復
び
成
皐
に
入
っ
た
時
よ
り
前
に
お
い
て
い
る
6
第

陽
が
陥
落
し
た
の
臥
,
浜
の
四
年
三
井
の
こ
と
で
あ
る
.
蔭
は
,
漠
王
が
復
び

成
皐
に
入
っ
た
の
を
知
り
、
西
進
し
て
先
ず
衆
陽
を
陥
L
t
、
そ
れ
か
ら
成
皐
を

囲
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

と
も

司
馬
遷
は
恐
ら
-
、
周
苛
と
挺
公
が
「
反
D
B
I
の
王
'
与
に
城
を
守
り
難
し
」

と
し
て
時
に
は
禁
に
'
時
に
は
漢
に
付
-
親
王
約
を
殺
し
た
,
そ
の
臣
の
道

を
通
そ
う
と
す
る
行
為
に
関
達
さ
せ
て
'
「
我
が
将
と
為
ら
ば
'
我
は
公
を
以

て
上
将
軍
と
為
し
'
三
万
戸
に
封
ぜ
ん
」
七
い
う
項
羽
の
誘
い
を
拒
否
し
て
漠

に
命
を
捧
げ
七
周
苛
'
そ
う
も
て
挺
公
の
事
件
を
、
挿
入
吋
に
そ
れ
に
続
け
た

.

も
の
で
あ
t
Q
>
つ
。
工
芸
た
め
に
周
苛
ら
の
死
は
,
事
実
よ
り
も
数
か
月
は
や
い
　
1

4
 
,
の
と
な
っ
た
。
年
時
の
正
確
な
記
録
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
誤
り
と
な
ろ
う
　
O
I

が
'
周
苛
ら
の
忠
義
を
称
揚
せ
ん
と
し
た
司
馬
遷
の
意
図
は
'
そ
れ
に
よ
っ
て

達
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
.

な
お
瑛
王
が
焚
陽
を
脱
出
し
て
の
ち
'
丙
の
か
た
宛
・
葉
に
走
っ
た
理
由
は
'

「
高
祖
本
紀
」
を
見
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
。

浜
王
之
出
東
陽
へ
入
関
収
兵
へ
欲
復
東
。
麦
生
説
漠
王
日
「
浜
与
楚
、
・
相
原
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x
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二
日
一
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r
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し
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引
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昌
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東
陽
・
成
草
間
且
得
体
へ
使
韓
信
等
輯
河
北
超
輿
連
燕
・
斉
、
壷
王
乃
復

&
i
1
-
:
.
-
i
　
草
7
J
r
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*
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比
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r
s
i
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損
r
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^
Y
　
力
‥
j
-
>
;
-
・
・
五
、
㍍
-
p
r
J
¥
小
'

破
楚
必
兵
。
J
∵

漢
王
従
其
計
、
L
出
軍
宛
・
菓
問
、
与
額
布
行
収
兵
。

項
羽
閏
洪
王
在
宛
、
果
引
兵
南
。
浜
王
堅
壁
'
不
与
戦
。
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F

L
"
(
2
>
し
'
」
*
蝣
>
?
」
蝣
'
蝣
-
‥
し
て
、
-
Z
-
L
i
^
-
'
S
S
i
-
r
:
　
'
南
方
誓
蝣
'
-
f
t
'
>
¥
>
れ
と

茸
C
・
.
ハ
二
,
い
∴
　
串
?
;
:
|
r
;
i
a
に
、
i
-
1
.
U
l
^
V
:
^
】
.
・
.
せ
よ
う
と
い

う
'
蓑
生
の
策
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
∵

《
新
刊
紹
介
》

l
　
　
1

7

四
.
轄
　
　
F
.
3

こ
、
〕

以
上
へ
「
史
記
」
を
広
く
読
む
こ
と
に
よ
_
っ
て
.
'
・
そ
.
Q
記
述
の
う
ら
に
込
め

ら
れ
て
い
る
深
い
意
味
が
明
ら
か
と
な
り
、
あ
る
い
は
ま
た
'
司
馬
遷
の
意
図

が
見
え
て
く
る
'
と
い
う
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
が
∵
て
れ
ら
は
い
ず
れ
I
も
同

じ
時
期
へ
向
じ
時
代
に
お
け
る
事
柄
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
次
の
段
階
と
し
て

は
'
時
代
を
異
に
し
て
再
在
し
た
人
物
、
生
起
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
・
.
I
P
馬
適

が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
'
い
か
な
る
扱
い
方
を
し
て
い
る
か
を
見

き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
潔
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
-
は
「
史
記
」
百
三
十
巻
が
t

r
u
'
^
o
z
j
v
i
'
i
-
.
.
1
-
*
!
づ
・
'
*
'
/
 
t
 
i
i
.
小
.
 
"
.
 
-
.
<
.
 
'
=
w
¥
j
i
v
.
'
i
に
リ
i
-
'
~
わ
Y
>
」
¥
'
い
る

の
で
あ
'
ろ
う
が
'
そ
の
解
明
に
は
'
・
な
お
多
-
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

l

E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
本
学
教
授
)

二
国
語
画
教
育
学
　
　
　
　
　
高
森
邦
明
著

‥
　
'
蛇
-
'
:
/
'
j
∴
門
j
卜
‥
'
Z
Z
l
だ
H
バ
・
t
膏
に
し
¥
C
i
」
-
I
.
]
た

叙
述
に
よ
り
な
る
本
書
は
r
著
者
の
国
語
粗
教
育
学
原
論
で
も
あ
る
。
歯

録
の
国
語
教
育
基
礎
文
献
五
〇
点
は
有
益
。
W
サ
判
、
∴
二
六
「
ペ
ー
ジ

昭
和
五
八
年
四
月
二
五
日
へ
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
、
1
'
八
〇
〇
円
)

方
　
　
　
E
r
'
1

い
わ
ゆ
る
藤
原
方
言
学
の
思
想
的
結
晶
が
本
書
で
あ
る
。
日
本
語
方
言

界
を
、
共
時
方
言
学
・
通
時
方
言
学
・
高
次
共
時
方
言
学
の
三
次
元
で
見

透
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高
次
共
時
方
言
学
の
論
述
が
周
到
で
'
必
然
的
に

国
語
教
育
へ
の
発
展
を
説
か
れ
る
。
永
遠
の
要
で
あ
る
　
W
ォ
5
判
二
三

「
ペ
ー
ジ
'
暇
和
五
八
年
五
月
二
〇
日
、
三
省
堂
刊
へ
四
t
T
八
〇
〇
円
)

綴
方
教
授
の
理
論
的
基
礎
-
垣
内
松
三
氏
の
は
あ
い
-

<
国
語
教
育
叢
書
∨
・
　
　
　
　
野
　
地
　
潤
　
家
著
・
'

昭
和
三
十
五
年
か
ら
十
年
間
へ
七
八
回
に
わ
た
っ
て
「
実
践
国
語
」
誌

上
に
発
表
さ
れ
た
論
文
が
八
草
に
編
成
さ
れ
て
お
り
'
垣
内
綴
方
教
授
理

・
論
の
生
成
と
展
問
と
を
あ
と
づ
け
な
が
ら
'
綴
方
教
授
の
根
底
が
究
明
さ

れ
て
い
る
。
(
A
5
判
'
六
二
ニ
ペ
ー
ジ
、
昭
和
五
八
年
八
月
i
教
育
出

・
版
i
J
ソ
ク
ー
刊
'
八
'
六
〇
〇
円
)
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